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の発音では，「お茶の歯」ということになっ
てしまう。

今回のアクセント辞典の改訂では，基本的
な和語である「葉」という語のアクセントに
ついては変更していない。しかし，和語全体
を広く見てみると，その中には変動しつつあ
るものが数多く見つかってくる。

この稿では，NHKアナウンサーへのアクセ
ント調査（第2回）1）の結果を概観して，変化
しつつある和語（名詞）アクセントの一端を描
出し，またそれらの結果をどのように『NHK
日本語発音アクセント新辞典』（2016年）（以
下『SJT』）に反映させたのかを，示してゆく。
調査結果のうち，本稿ではアクセント調査（第
2回）の結果をもとに『NHK日本語発音アク
セント辞典　新版』（1998年）（以下『98年版』）
から『SJT』への改訂にあたってなんらかの
変更（アクセント型の削除・追加・順序変更）
を施した項目を取り上げて分析する。この変

	はじめに
「和語（いわゆる“やまとことば”）」は，日本

語の語彙の中でも特に中核に位置づけられる
ものである。基本的なことばであるこの和語
にも，アクセントが変化しつつあるものが数
多くある。

これは，あるメーカーのお茶のCM（2013
年に放送）でのナレーションの一部である。
下線を施した部分が，［オチャノハ＼ニワ］［オ
チャノハ＼ヤ］と発音されている。

しかし，「葉」のアクセントは伝統的には
［ハ￣］（平板型）である。これに従えば，「お
茶の葉…」は［オチャノハニ＼ワ］［オチャノ
ハヤ￣］となるはずのところである。CMで

　『NHK日本語発音アクセント新辞典』（2016年5月発行）への改訂作業では，アナウンサーを対象とした調査
の結果を，最も重要な判断基準とした。この稿では，一連の調査のうち，音声聴取式の「第2回調査」で実施し
た質問項目の中の「和語（名詞）」について取り上げる。
　今回の調査結果とこれまでの先行研究から，次のようなことを指摘する。

▼和語のアクセントに関して，3拍語・4拍語では，伝統的な型に比して，平板型が優勢になっているケースが
かなり多い。

▼和語の3拍語・4拍語はもともと平板型が主流であり，現在ではこの型への集中〔＝平板化〕がさらに進みつ
つあるものと解釈できる。

▼先行研究では，漢語の3拍語の一部と4拍語，また外来語の4拍語を中心として，平板化が進みつつあること
がわかっている。一方，用言では起伏化が進んでいる。つまり，和語・漢語・外来語といった“体言”では「平板化」
が進んでおり，その反対に動詞・形容詞といった“用言”では「起伏化」が進んでいるという構図が確認できる。

NHKアクセント辞典　 “新辞典”への大改訂 ⑨

和語のアクセントの現況
～キ＼ズナは消えてもキズナ  ̄は強い～

メディア研究部  塩田雄大

お茶の葉にはカテキン，コーヒー豆にはクロロゲ
ンが含まれています。 ○○○【商品名】は，お茶
の葉や，コーヒー豆に含まれるポリフェノールを
高濃度に抽出。
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更を施した諸項目は，アクセントの変動が非
常に激しい和語の例として位置づけることが
可能である。

一方，第2 回調査で対象とした項目の中に
は，（調査の結果アクセントの変動・ゆれは
確認されたものの）その度合いがそれほど大
きいものではないために，結果的に改訂には
至らなかったものも多数存在する。こうした
ものは本稿では取り扱う余裕がないが，別の
機会に論じることにしたい。

なお，今回の改訂作業でアクセントを変更
した和語には，アクセント調査（第3回）の結
果に基づくものも多数あるが，紙幅の関係上，
やむなく割愛する（つまり，ここで示した和語
アクセントの変更例は，“『98年版』から改訂し
た和語アクセントの全例”ではないことを強調
しておく）。

	1.	和語のアクセントに関する先行研究
～進む「平板化」～

1.1　型変化

近年における和語のアクセント型変化に関
する指摘は，これまでの先行研究でもなされ
ている。そのなかでも特に言われているのは，

「平板化」である。例えば，次のようなものが
平板化の例として挙げられている。

本稿で用いている術語・記号は，塩田雄大
（2016.8）（2016.10）（2016.12）と同じく，下記
のとおりである。

▼起伏式・平板式：
　音調の急激な“下がり目”が，語の中のど
こかにあるものは「起伏式」，どこにもない
ものは「平板式」である。

▼頭高型・中高型・尾高型・平板型：
　「起伏式」のうち，その語の 1 拍めのあとに“下
がり目”があるのが「頭高型」，語の最後の拍
のあとに“下がり目”があるもの（そのあと
に助詞を付けたときに顕在化する）が「尾高
型」，それ以外の位置（語中）に“下がり目”
があるものが「中高型」である。また，「頭高型・
中高型・尾高型」と対比する際に，「平板型」
という言い方をする。

▼◎, ①, ②, ③, … ：
　それぞれ，語頭から数えた“下がり目”の位
置を示す。◎は平板型〔＝“下がり目”がない〕，
①は「1拍めのあと」〔＝頭高型〕，②は「2 拍
めのあと」に“下がり目”がある〔＝中高型②〕。

「北・鹿・東・林・豆腐」など（秋永一枝（1957））
「足音・雷・苦しみ・喜び」など

（秋永一枝（1967））
「ほおづえ・お客様・喜び・大風・東・林・趣・喜び・
振る舞い・占い・苦しみ・長め・歯止め・苦手・
しま目・みそ煮・つぼみ・うのみ」など

（最上勝也（1984））
「根城・ひ孫・鵜飼い・手引き・わだち・直火・
しこな・綿毛・鴨居・生き餌・手すり・手付け」
など　　　　　　　　　　　（三井はるみ（1989））

「つぶら・ひづめ・練り餌・船路・山家（やまが）・
夢路・若木・なけなし・なにかと・よもやま・苗代・
寝心地・腹ばい・花ござ・日だまり・たたり目・
食べごろ・綴じ糸・人影・山陰（やまかげ）・山
の端（は）・悪酔い・旅先・つちくれ・生ゆで・
長旅・七日・寝返り・鼻つまみ」など

（馬瀬良雄・佐藤亮一（1989），佐藤亮一（1990））
「月ぎめ・月割り・つや消し・梅雨明け・中落ち・
生干し・西風・値下がり・旗色・肌色」など

（佐藤亮一（1991））
「親父・浮き名・いくさ」など（秋永一枝（1998））
「姪・梨・稚貝・いぐさ・手まり・家路・近間・炭火・
子やぎ・火種・小麦・つつじ・扇・海辺・手際・
見ごろ・肌着・手玉・手持ち・火元」など

（加治木（東）美奈子（1998））
※いずれも，掲げられた例の一部

▼『SJT』，『98年版』：
それぞれ『NHK日本語発音アクセント新辞典』

（2016年），『NHK日本語発音アクセント辞典 
新版』（1998年）の略称として示す。

▼ キ，ク，ツなど：
　母音の無声化を示す。
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これに対して，平板型から別の型に変化す
る例は，相対的に少ない。

つまり，次のように言うことができる。

1.2   『98年版』での和語のアクセント

坂本充（1999）では，『98年版』に掲載され
ている和語（アクセント型の数で計 1万9,029
型）を取り上げている。掲げられたデータ（6
拍まで）を再整理すると，図 1のようになる。

ここから，下記のように述べることができる。

	2.	第 2回調査の結果から
第 2 回調査（全 3,021項目調査）で尋ねた項

目のうち，純粋な和語と判定したものは804
項目である。それぞれの項目に関して2つ以
上のアクセント型を提示して尋ねており，設
問数としては1,780問になっている。

このうち，なんらかの改訂〔＝アクセント
型の「追加」「格上げ」「格下げ」「削除」〕を加
えた項目は，490項目である。これ以降，こ
の項目群を対象に分析を進める。

2.1　平板型に関して「追加」「格上げ」
       「格下げ」「削除」した項目

「平板型が『98年版』に掲載がなかったが，
第 2 回調査の結果を受けて『SJT』に新たに示
した項目〔＝“平板型追加”〕」を拍数別にまと
めたのが，表 1である。

この表を見ていこう。例えば3拍語「手並
み」を例にすると，『98年版』では①〔＝頭高
型，テ＼ナミ〕のみを示していたが，『SJT』
では①を削除し，◎〔＝平板型，テナミ￣ 〕
を掲げることにした。その改訂の根拠となっ
たのが第 2 回調査の結果で，平板型の支持率
が100%，頭高型の支持率が5％であった。な
お尾高型〔テナミ＼ 〕も調査したが支持率は
23％にとどまったため，追加はしなかった。

表では，拍数別にグループ分けしたあと，
まず平板型と頭高型のペアを先に取り上げ，
その中で平板型支持率の高い順に配列した。
平板型支持率が同値のものは，平板型以外の
型の支持率が低い順に並べた。そしてその次
に，平板型と中高型②のペア（ここでは「祝
い」〔イワイ￣ 〕と〔イワ＼イ〕以降）を同様
の方法で配列した。

和語のアクセント型変化は，次のパターンの
ものが主流である：
「起伏式〔＝頭高型＋中高型＋尾高型〕」から
「平板式」へ

和語のアクセント
※単位は，掲載しているアクセント型の数

▼ 1 拍語・2 拍語
⇒頭高型がもっとも多い（57%･ 39%）

▼ 3 拍語・4 拍語
⇒平板型がもっとも多い（56%･ 58%）

▼ 5 拍語・6 拍語
⇒［−3］型〔＝後ろから数えて 3 拍めの直

後に“下がり目”があるもの；5 拍語で
は中高③・6 拍語では中高④〕がもっと
も多い（48%･ 52%）

（坂本充（1999）のデータを再整理）

図1『98年版』掲載の和語の拍数別アクセント型

（坂本充（1999）を再整理）
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この“平板型追加”の件数は，表 1 に示し
たとおり，2拍語で1件，3拍語で16件，4拍
語で35件，5拍語で10件，6拍語で4件，7拍
語で1件であり，合計 67件である。

同様に，第 2 回調査の結果を受けて，「平
板型が『98年版』にも掲載があったが，『SJT』
ではその位置づけを昇格させた項目〔＝“平
板型格上げ ”〕」（表2），「平板型が『98年版』

表 1　『98年版』⇒『SJT』で「平板型」を新たに追加した項目（和語）〔＝“平板型追加”〕

全体
拍数 項目 『98年版』 『SJT』 平板型

支持率【%】
頭高型

支持率【%】
中高型②

支持率【%】
中高型③

支持率【%】
中高型④

支持率【%】
尾高型

支持率【%】 備考

2 右（～のとおり） ① ① , ◎ 71 54 
平板型追加（2拍）：1 件

3 手並み ① ◎ 100 5 23 
3 小かぶ ① ◎ , ① 96 23 
3 とうじ（杜氏）（酒造家） ① ① , ◎ 92 50 
3 手まね ① ① , ◎ 88 32 
3 てばた（手機） ① ◎ , ① 87 36 
3 めかぶ ① ① , ◎ 87 61 
3 ちょうず（手水） ① ◎ , ① 83 35 
3 やしろ（社） ① ① , ◎ 75 71 
3 祝い ② ◎ 100 9 
3 生き餌（いきえ） ② ◎ , ② 100 32 
3 夜ばい ② ◎ , ② 92 13 
3 菜種 ② ② , ◎ 86 59 
3 そば湯 ② ② , ◎ 79 92 
3 梅見 ③ ◎ , ③ 96 60 
3 打ち手 ③ ③ , ◎ 74 78 
3 湯あか ③ ③ , ◎ 71 67 

平板型追加（3拍）：16件
4 前足 ① , ② ② , ◎ , ① 78 61 64 
4 かんぬき ③ , ④ ③ , ④ , ◎ 52 32 76 44 
4 見た目に ① ① , ◎ 4 12 ※2）

4 防人（さきもり） ② ② , ◎ 100 33 
4 秋さば ② ◎ , ② 96 32 
4 打ち首 ② , ③ ◎ , ② 96 46 23 
4 わらぐつ ② ② , ◎ 96 82 
4 はと胸 ② ◎ , ② 92 38 
4 そば切り ② ◎ , ② 91 44 
4 身の丈 ② ② , ◎ 91 70 
4 耳くそ ② ◎ , ② 88 29 42 
4 親竹（おやだけ） ② ② , ◎ 88 80 
4 雨靴 ② ② , ◎ 87 78 
4 編み針 ② , ③ ② , ③ , ◎ 71 79 63 
4 玉突き ② , ④ ② , ◎ , ④ 64 82 41 
4 生傷 ② ② , ◎ 61 91 
4 かじ取り ② , ③ ② , ③ , ◎ 60 80 80 
4 うみうし ② ② , ◎ 58 79 
4 しめさば ② ② , ◎ 58 88 
4 食べかす ③ ◎ , ③ 96 52 
4 脂身（あぶらみ） ③ ◎ , ③ 96 58 
4 塩だら ③ ◎ , ③ 96 63 
4 犬猫 ③ ◎ , ③ 91 23 
4 松かさ ③ ◎ , ③ 91 27 
4 すげがさ ③ ◎ , ③ 88 64 
4 編みがさ ③ ◎ , ③ 84 48 
4 筆立て ④ , ③ ④ , ③ , ◎ 84 68 60 
4 水くみ ④ , ③ ◎ , ④ , ③ 83 46 46 
4 水差し ③ , ④ ③ , ④ , ◎ 83 79 71 
4 ひげそり ③ , ④ ③ , ◎ , ④ 83 91 48 
4 引きまゆ ③ ◎ , ③ 79 17 
4 合いの手 ③ , ④ ④ , ◎ , ③ 76 56 72 
4 水飲み ③ , ④ ③ , ◎ , ④ 75 67 38 
4 親方 ③ , ④ ③ , ④ , ◎ 64 84 64 
4 紙入れ ③ , ④ ③ , ④ , ◎ 58 67 54 

平板型追加（4拍）：35件
5 ひとわたり ② , ③ ③ , ② , ◎ 58 42 71 
5 丸写し ③ ◎ , ③ 96 33 
5 丸抱え（まるがかえ） ③ ◎ , ③ 96 41 
5 雪曇り ③ ◎ , ③ 92 21 
5 桜狩り ③ ◎ 88 12 
5 骨惜しみ ③ ◎ , ③ 86 32 
5 雨曇り ③ ◎ , ③ 80 36 
5 夢心地 ③ ③ , ◎ 78 74 
5 そばどころ ③ ③ , ◎ 76 64 
5 かたくり粉 ④ , ③ ④ , ③ , ◎ 57 74 78 

平板型追加（5拍）：10件
6 とどのつまり ① , ④ ①・◎ , ◎ , ④ 56 80 28 
6 恨みつらみ ⑥ , ②・◎ ⑥ , ◎ 64 14 91 「恨みつらみ②・◎」27%
6 共働き ③ ◎ , ③ 92 54 
6 隠し所 ④ ◎ , ④ 96 17 

平板型追加（6拍）：　4件
7 お力落とし ⑤ ⑤ , ◎ 50 「お力落とし⑤」58%

平板型追加（7拍）：1件
平板型追加（全体）：67件
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表 2 　『98年版』⇒『SJT』で「平板型」の位置づけを格上げさせた項目（和語）〔＝“平板型格上げ”〕

全体
拍数 項目 『98年版』 『SJT』 平板型

支持率【%】
頭高型

支持率【%】
中高型②

支持率【%】
中高型③

支持率【%】
中高型④

支持率【%】
尾高型

支持率【%】 備考

2 めい（姪） ① , ◎ ◎ , ① 79 4 
平板型格上げ（2拍）：1 件

3 さゆり（小百合） ① , ◎ ◎ 100 0 
3 蹴まり（けまり） ① , ◎ ◎ , ① 100 8 
3 夜ごと ① , ◎ ◎ , ① 100 25 42 
3 間近 ① , ◎ ◎ , ① 100 59 
3 白州（しらす） ① , ◎ ◎ , ① 96 42 
3 氷室 ① , ◎ ◎ , ① 96 57 
3 矢羽根（やばね） ① , ◎ ◎ , ① 92 21 
3 雌鹿（めじか） ① , ◎ ◎ , ① 92 29 
3 荷札 ① , ◎ ◎ , ① 92 48 
3 手鼻 ① , ◎ ◎ , ① 91 57 
3 小笹（こざさ） ① , ◎ ◎ , ① 91 65 
3 ひじり（聖） ① , ◎ ◎ , ① 91 67 
3 かぶり（～を振る） ③ , ① , ◎ ③ , ◎ 83 17 79 
3 たぐい（～のない） ① , ② , ◎ ◎ , ① , ② 79 46 33 
3 手籠（てかご） ① , ◎ ◎ , ① 79 46 
3 手縄 ① , ◎ ◎ , ① 74 9 
3 火消し ③ , ② , ◎ ◎ , ③ 100 13 58 
3 炭火 ② , ◎ ◎ , ② 100 29 
3 足湯 ② , ◎ ◎ , ② 100 30 
3 小麦 ② , ◎ ◎ , ② 100 36 
3 付け毛 ② , ◎ ◎ , ② 96 20 
3 撒き餌（まきえ） ② , ◎ ◎ 96 23 
3 種火 ② , ◎ ◎ , ② 96 30 
3 まだこ ② , ◎ ◎ , ② 96 40 
3 鬼火（おにび） ② , ◎ ◎ , ② 96 44 
3 板戸 ② , ◎ ◎ , ② 96 57 
3 受け身 ③ , ② , ◎ ③ , ◎ , ② 91 24 86 
3 とろ身（マグロの） ② , ③ , ◎ ◎ , ② , ③ 91 41 50 
3 生蕎麦（きそば） ② , ◎ ◎ , ② 82 55 
3 半ば ③ , ② , ◎ ③ , ◎ , ② 64 32 80 
3 輪切り ③ , ◎ ◎ , ③ 100 41 
3 戦（いくさ） ③ , ◎ ◎ , ③ 96 36 
3 扇 ③ , ◎ ◎ , ③ 96 50 
3 挿し木 ③ , ◎ ◎ , ③ 96 52 
3 部屋着 ③ , ◎ ◎ , ③ 87 30 
3 干物 ③ , ◎ ◎ , ③ 87 52 
3 見時（みどき） ③ , ◎ ◎ , ③ 84 28 
3 湯あみ ③ , ◎ ◎ , ③ 83 58 

平板型格上げ（3拍）：38 件
4 大飯（おおめし） ① , ◎ ◎ , ① 100 13 
4 いいだこ ① , ◎ ◎ , ① 87 35 
4 恋歌（こいうた） ② , ◎ , ① ◎ , ② , ① 84 36 64 
4 まさかり ② , ◎ ◎ 100 17 
4 朝方（あさがた） ② , ◎ ◎ , ② 100 17 
4 黒髪 ② , ◎ ◎ , ② 100 19 
4 ちびっ子 ② , ◎ ◎ , ② 100 22 
4 のりしろ ② , ◎ ◎ , ② 100 35 
4 紙すき ④ , ② , ◎ ◎ , ④ , ② 100 74 78 
4 深爪 ② , ◎ ◎ 96 0 
4 板付き ② , ◎ ◎ , ② 96 17 
4 帯留め ③ , ④ , ◎ ◎ , ③ , ④ 96 29 54 54 
4 雨傘 ③ , ◎ ◎ , ③ 96 32 64 
4 内海（うちうみ） ③ , ◎ ◎ 96 36 16 
4 わらしべ ② , ◎ ◎ , ② 96 41 
4 あごひげ ② , ◎ ◎ , ② 96 63 
4 けさ方 ② , ◎ ◎ , ② 96 63 
4 あし笛 ③ , ② , ◎ ◎ , ③ 92 13 33 
4 山かご ② , ◎ ◎ , ② 92 21 
4 くまざさ ② , ◎ ◎ , ② 92 28 
4 靴墨 ② , ◎ ◎ , ② 92 29 
4 とじぶた ② , ◎ ◎ , ② 92 36 
4 組み糸 ③ , ◎ , ② ◎ , ② 92 42 13 
4 朝酒 ② , ◎ ◎ , ② 92 50 
4 唐衣（からぎぬ） ③ , ② , ◎ ◎ , ③ , ② 91 9 17 
4 泥足 ② , ◎ ◎ , ② 91 41 
4 切り株 ② , ◎ ◎ , ② 91 64 
4 身ぐるみ ② , ◎ ◎ , ② 91 64 
4 このわた ② , ◎ ◎ , ② 87 26 
4 屋根石 ② , ◎ ◎ , ② 87 59 
4 泥靴 ② , ◎ ◎ , ② 87 61 
4 家蠅（いえばえ） ② , ◎ ◎ , ② 86 39 
4 姫鱒（ひめます ) ② , ◎ ◎ , ② 84 36 
4 塩釜（塩を作る釜／菓子） ② , ◎ ◎ , ② 83 44 
4 ありさま ② , ◎ ◎ , ② 83 54 50 38 
4 親牛 ② , ◎ ◎ , ② 83 63 
4 塗り箸（ぬりばし） ③ , ◎ ◎ , ② , ③ 83 75 50 
4 白紙（しらかみ） ② , ◎ ◎ 79 13 
4 打ち綿 ② , ◎ ◎ , ② 78 13 
4 琴糸（こといと） ② , ◎ ◎ , ② 76 32 
4 穴ぼこ ③ , ◎ , ② ◎ , ③ 75 8 54 
4 塩さば ② , ◎ ◎ , ② 75 54 
4 糊刷毛（のりばけ） ② , ◎ ◎ , ② 70 35 
4 糸尻（いとじり） ② , ◎ ◎ , ② 65 18 
4 荒海 ③ , ◎ ◎ 100 16 
4 芋汁 ③ , ◎ ◎ , ③ 100 20 
4 もみ種 ③ , ◎ ◎ , ③ 100 29 
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4 ほころび ④ , ◎ , ③ ◎ , ④ 100 29 21 
4 早死に ④ , ③ , ◎ ◎ , ③ , ④ 100 30 26 
4 試み ④ , ◎ , ③ ◎ , ④ , ③ 100 33 25 
4 ねぎらい ③ , ◎ ◎ , ③ 100 38 
4 波乗り ③ , ④ , ◎ ◎ , ③ , ④ 100 52 43 
4 ぬるま湯 ③ , ◎ ◎ , ③ 100 56 
4 腕組み（うでぐみ） ③ , ④ , ◎ ◎ , ③ , ④ 100 79 54 
4 張り板 ③ , ◎ ◎ 96 17 
4 ひき臼（うす） ③ , ◎ ◎ , ③ 96 20 
4 独り身 ③ , ◎ ◎ , ③ 96 29 
4 瞬き（またたき） ③ , ④ , ◎ ◎ , ③ , ④ 96 32 23 
4 草屋根 ③ , ◎ ◎ , ③ 96 36 
4 預かり ④ , ◎ , ③ ◎ , ④ , ③ 96 41 50 
4 竹箸（たけばし） ③ , ◎ ◎ , ③ 96 50 
4 壁掛け ③ , ④ , ◎ ◎ , ③ , ④ 96 68 64 
4 梅雨空 ③ , ◎ ◎ , ③ 96 75 
4 驚き ④ , ◎ , ③ ◎ , ④ 92 12 32 
4 かす汁 ③ , ◎ ◎ , ③ 92 17 
4 板屋根 ③ , ◎ ◎ 92 21 
4 偽り ④ , ◎ ,（③） ◎ , ④ , ③ 92 40 40 
4 あかすり ③ , ④ , ◎ ◎ , ③ , ④ 92 54 33 
4 長雨 ③ , ◎ ◎ , ③ 92 54 
4 靴音 ③ , ◎ , ④ ◎ , ③ 92 67 25 
4 より糸 ③ , ◎ ◎ 91 23 
4 なぎなた ③ , ④ , ◎ ◎ , ④ , ③ 91 26 35 
4 大風 ③ , ◎ , ④ ◎ , ③ 91 36 5 
4 わら屋根 ③ , ◎ ◎ , ③ 91 36 
4 とぎ汁（しる） ③ , ◎ ◎ , ③ 91 41 
4 贖い（あがない） ③ , ◎ ◎ , ③ 91 59 
4 ほお紅 ③ , ◎ ◎ , ③ 91 61 
4 賄い ③ , ◎ ◎ , ③ 88 48 
4 へつらい ③ , ◎ ◎ , ③ 88 64 
4 ひざ掛け ④ , ③ , ◎ ③ , ◎ , ④ 88 83 42 
4 初びな ③ , ◎ ◎ , ③ 86 38 
4 筆入れ ④ , ◎ ,（③） ◎ , ③ , ④ 86 41 27 
4 はらわた ③ , ◎ , ④ ◎ , ③ , ④ 86 48 43 
4 繕い ③ , ◎ ◎ , ③ 86 65 
4 ひじ掛け ④ , ③ , ◎ ③ , ◎ , ④ 86 91 59 
4 網船（あみぶね） ③ , ◎ ◎ 84 20 
4 そばかす ③ , ◎ ◎ , ③ 84 40 
4 返り血 ③ , ◎ ◎ , ③ 83 58 
4 おかしみ ④ , ◎ , ③ ◎ , ④ , ③ 82 26 36 
4 若殿（わかとの） ③ , ◎ ◎ , ③ 82 41 
4 紅鮭（べにざけ） ③ , ◎ ◎ , ③ 80 44 
4 表れ ④ , ◎ , ③ ◎ , ④ , ③ 80 76 48 
4 虫笛 ③ , ◎ ◎ , ③ 79 17 
4 掘り井戸 ③ , ◎ ◎ , ③ 79 42 
4 足踏み ③ , ④ , ◎ ③ , ◎ , ④ 79 79 58 
4 石投げ ③ , ④ , ◎ ◎ , ③ , ④ 78 46 32 
4 泥海 ③ , ◎ ◎ 77 18 
4 丸まげ ③ , ◎ ◎ , ③ 75 0 
4 骨接ぎ ④ , ③ , ◎ ◎ , ④ , ③ 71 46 42 
4 糊抜き ④ , ③ , ◎ ◎ , ③ , ④ 70 61 35 
4 ばば抜き ④ , ③ , ◎ ③ , ◎ , ④ 67 88 46 
4 中庭 ④ , ◎ ◎ 100 14 
4 中抜き ④ , ◎ ◎ 100 20 
4 とどろき ④ , ◎ ◎ , ④ 100 30 
4 鳥刺し ④ , ◎ ◎ , ④ 96 12 
4 草の根 ④ , ◎ ◎ , ④ 95 52 
4 尻切れ ④ , ◎ ◎ , ④ 91 22 

平板型格上げ（4拍）：107件
5 からっ風 ② , ◎ ,（④） ◎ , ② 91 50 5 
5 お召し替え ② , ◎ ◎ , ② 88 42 
5 北の方（きたのかた）（歴史用語） ② , ◎ ◎ , ⑤ , ② 83 17 71 
5 ひねり技 ③ , ◎ ◎ 100 5 
5 返し縫い ③ , ◎ ◎ , ③ 100 8 
5 政所（まんどころ） ③ , ◎ ◎ , ③ 100 32 
5 顔なじみ ③ , ◎ ◎ , ③ 100 38 
5 水浸し ③ , ◎ ◎ , ③ 100 48 
5 目の当たり ③ , ◎ ◎ 96 18 
5 わしづかみ ③ , ◎ ◎ , ③ 96 55 
5 だまし討ち ③ , ◎ ◎ , ③ 92 38 
5 軽はずみ ③ , ◎ ◎ , ③ 92 42 
5 いましがた ③ , ◎ ◎ , ③ 92 50 
5 頭数 ④ , ◎ , ③ ◎ , ③ , ④ 92 67 38 
5 酒太り（さけぶとり） ③ , ◎ ◎ , ③ 91 52 
5 朝曇り ③ , ◎ ◎ , ③ 87 39 
5 八つ当たり ③ , ◎ ◎ , ③ 83 46 
5 丸もうけ ③ , ◎ ,（⑤） ◎ , ③ 83 63 8 
5 袋縫い ③ , ◎ ◎ 79 29 
5 左前（服飾用語） ③ , ◎ ◎ , ③ 76 52 
5 水あたり ③ , ◎ ◎ 75 21 
5 食べ物屋 ④ , ◎ ◎ 96 4 
5 荒物屋 ④ , ◎ ◎ 96 12 
5 ことば数 ④ , ◎ ◎ , ④ 83 50 

平板型格上げ（5拍）：24件
6 立ち振る舞い ③ , ◎ ◎ , ③ 95 19 
6 初物食い ④ , ◎ ◎ , ④ 79 42 
6 お互いさま ⑥ , ◎ ◎ , ⑥ 100 38 

平板型格上げ（6拍）：　3件
平板型格上げ（全体）：173件
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にも掲載があったが，『SJT』ではその位置づ
けを降格させた項目〔＝“平板型格下げ”〕」（表

3），「平板型が『98年版』に掲載があったが，
『SJT』では削除した項目〔＝“平板型削除”〕」
（表4）を，それぞれ拍数別にまとめた。

なお，ここで扱っている「件数」は，例えば
『98年版』で［①,②］だった「前足」を『SJT』

で［②,◎,①］に改訂した場合，“頭高型格下
げ”として1件，また“中高型②格上げ”とし
て1件，“平板型追加”として1件という形で
集計している。

表 1～4から平板型の支持率のみを抜き出
して整理したのが，表5である。さらにこれ
を拍数別にグラフにしたのが，図2である。

全体
拍数 項目 『98年版』 『SJT』 平板型

支持率【%】
頭高型

支持率【%】
中高型②

支持率【%】
中高型③

支持率【%】
中高型④

支持率【%】
尾高型

支持率【%】 備考

2 老い ◎ , ② , ① ② , ◎ , ① 67 33 83 
2 稚児 ◎ , ① ① , ◎ 24 100 
2 御代（みよ） ◎ , ① ① , ◎ 18 77 

平板型格下げ（2拍）：　3 件
3 みやび ◎ , ① ① , ◎ 52 100 
3 やんま ◎ ① , ◎ 21 71 
3 双葉 ◎ , ② ② , ◎ 38 92 
3 お守り（もり） ◎ , ② ② , ◎ 32 91 
3 お側（そば） ◎ , ② ② , ◎ 29 83 
3 底値 ◎ , ② ② , ◎ 29 96 
3 お手々 ◎ , ② ② , ◎ 13 100 

平板型格下げ（3拍）：　7件
4 ではいり（出入り） ◎ , ② , ① ② , ◎ , ① 61 74 91 
4 赤松 ◎ , ② ② , ◎ 73 91 
4 押しずし ◎ , ② ② , ◎ 70 100 
4 折々 ◎ , ② ② , ◎ 68 91 
4 切り盛り ◎ , ② ② , ◎ 59 82 
4 お作り ◎ , ② ② , ◎ , ③ 58 83 75 
4 巻きずし ◎ , ② ② , ◎ 58 88 
4 子宝 ◎ , ② ,（④） ② , ◎ 57 100 13 
4 後味 ◎ , ② ② , ◎ 55 96 
4 白瓜（しろうり） ◎ , ② ② , ◎ 54 92 
4 石鯛（いしだい） ◎ , ② ② , ◎ 52 83 
4 生ごみ ◎ , ② ② , ◎ 52 88 
4 いがぐり ◎ , ② ② , ◎ 52 100 
4 肝吸い ◎ , ② ② , ◎ 48 78 
4 お湿り ◎ , ② ② , ◎ 40 100 
4 日の本 ◎ , ② ② , ◎ 38 79 
4 舞姫 ◎ , ② ② , ◎ 38 96 
4 ままごと ◎ , ② ② , ◎ 36 84 52 
4 ひぐらし ◎ , ② ② , ◎ 36 92 
4 生牡蠣（なまがき） ③ , ◎ ② , ③ , ◎ 36 100 46 
4 しばえび ◎ , ② ② , ◎ 33 96 
4 負け星 ◎ , ② ② , ◎ 28 84 
4 甘鯛（あまだい） ◎ , ② ② , ◎ 22 96 
4 ふりがな ◎ , ③ ③ , ◎ 79 92 
4 誤り ④ , ◎ , ③ ③ , ④ , ◎ 61 96 70 
4 集まり ④ , ◎ , ③ ③ , ④ , ◎ 60 96 48 
4 灰皿 ◎ , ③ ③ , ◎ 46 96 
4 出しゃばり ◎ , ③ , ④ ③ , ◎ , ④ 41 100 59 
4 訴え ◎ , ③ ③ , ◎ 29 100 

平板型格下げ（4拍）：29件
5 逃げ隠れ（にげかくれ） ◎ , ③ ③ , ②・◎ , ◎ 50 86 87 
5 握り飯 ◎ , ③ ③ , ◎ 61 91 
5 金離れ ◎ , ③ ③ , ◎ 58 88 
5 当たり年 ◎ , ③ ③ , ◎ 52 95 
5 すくい網 ◎ , ③ ③ , ◎ 50 100 
5 小豆がゆ ③ , ◎ ④ , ③ , ◎ 41 50 91 
5 首くくり ◎ , ③ ③ , ◎ 39 78 
5 口慣らし ◎ , ③ ③ , ◎ 38 96 
5 とろろいも ◎ , ③ ③ , ◎ 30 91 
5 見え隠れ（みえがくれ） ◎ , ③ ③ , ◎ 25 92 
5 男坂 ◎ , ③ ③ , ◎ 24 76 
5 回り道 ◎ , ③ ③ , ◎ 24 100 
5 鼻柱（はなばしら） ◎ , ③ ③ , ◎ 23 86 
5 ひのえうま ◎ , ③ ③ , ◎ 13 92 
5 うなぎ飯（めし） ◎ , ③ ③ , ◎ 12 100 
5 あなた方 ◎ , ④ ④ , ◎ 40 84 

平板型格下げ（5拍）：16件
6 お払い箱 ◎ , ③ ③ , ◎ 38 79 
6 向かい合わせ ◎ , ④ ④ , ◎ 50 88 
6 伝い歩き ◎ , ④ ④ , ◎ 46 91 
6 送り迎え ◎ , ④ ④ , ◎ 29 88 

   平板型格下げ（6拍）：    4件
平板型格下げ（全体）：59件

表3　『98年版』⇒『SJT』で「平板型」の位置づけを格下げさせた項目（和語）〔＝“平板型格下げ”〕
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表4　『98年版』⇒『SJT』で「平板型」を削除した項目（和語）〔＝“平板型削除”〕

表5　『98年版』⇒『SJT』での平板型の「出入り」（和語）

全体
拍数 項目 『98年版』 『SJT』 平板型

支持率【%】
頭高型

支持率【%】
中高型②

支持率【%】
中高型③

支持率【%】
中高型④

支持率【%】
尾高型

支持率【%】 備考

3 あずさ（梓） ◎ , ① ,（②） ① 8 96 4 
3 やいば（刃） ① , ◎ ① 8 100 
3 ぐるり（家の～） ② , ③ ,（◎） ② , ③ 36 82 41 

平板型削除（3 拍）：   3件
4 いんちき ① , ◎ ① 8 96 
4 どんぐり ① , ◎ ① 4 100 
4 お飾り ◎ , ② ② 14 100 
4 歌姫 ② , ◎ ② 10 95 
4 おめかし ② , ◎ ② 0 100 

平板型削除（4 拍）：   5 件
5 火の車 ① , ◎ ①・◎ 0 100 
5 誘い水 ③ , ◎ , ② ③ , ② 16 88 92 
5 港口（みなとぐち） ◎ , ③ ③ 28 92 
5 おぼろ月 ③ , ◎ ③ 14 96 

平板型削除（5 拍）：   4件
6 いたるところ ② , ⑥ , ◎ ② , ⑥ 24 76 72 
6 交ぜ織物 ③ , ④ ,（◎） ③ , ④ 0 67 83 

平板型削除（6 拍）：   2件
平板型削除（全体）：14件

平板型 2拍 3拍 4拍 5拍 6拍

追加
【計67件】

右（～のとおり）
［71］

【1件】

手並み［100］，祝い［100］，生
き 餌（ い き え ）［100］，梅見

［96］，小かぶ［96］，とうじ（杜
氏 ）（ 酒造家 ）［92］，夜 ば い

［92］，手まね［88］，てばた（手
機）［87］，めかぶ［87］，菜種

［86］，ちょうず（手水）［83］，
そば湯［79］，やしろ（社）［75］，
打ち手［74］，湯あか［71］

【16件】

防人（さきもり）［100］，秋さば［96］，食べかす［96］，
脂身（あぶらみ）［96］，塩だら［96］，打ち首［96］，わ
らぐつ［96］，はと胸［92］，そば切り［91］，身の丈

［91］，犬猫［91］，松かさ［91］，耳くそ［88］，親竹（お
やだけ）［88］，すげがさ［88］，雨靴［87］，編みがさ

［84］，筆立て［84］，水くみ［83］，水差し［83］，ひげそ
り［83］，引きまゆ［79］，前足［78］，合いの手［76］，水
飲み［75］，編み針［71］，親方［64］，玉突き［64］，生傷

［61］，かじ取り［60］，うみうし［58］，しめさば［58］，
紙入れ［58］，かんぬき［52］，見た目に［4］     【35件】

丸写し［96］，丸抱え（まる
がかえ）［96］，雪曇り［92］，
桜狩り［88］，骨惜しみ［86］，
雨曇り［80］，夢心地［78］，
そばどころ［76］，ひとわた
り［58］，かたくり粉［57］

【10件】

隠 し 所［96］，共働
き［92］，恨 み つ ら
み［64］，と ど の つ
まり［56］

（7拍語 お力落とし
［50］）

【4件】（6拍）
【1件】（7拍）

格上げ
【計173件】

めい（姪）［79］
【1件】

さ ゆ り（ 小百合 ）［100］，蹴
ま り（ け ま り ）［100］，夜 ご
と［100］，間近［100］，火消
し［100］，炭火［100］，足湯

［100］，小麦［100］，輪切 り
［100］，付け毛［96］，まだこ
［96］，戦（いくさ）［96］，白州
（しらす）［96］，扇［96］，氷室
［96］，撒き餌（まきえ）［96］，
種火［96］，鬼火（ お に び ）

［96］，板戸［96］，挿し木［96］，
荷札［92］，矢羽根（やばね）

［92］，雌鹿（めじか）［92］，小
笹（こざさ）［91］，手鼻［91］，
とろ身（マグロの）［91］，ひ
じり（聖）［91］，受け身［91］，
部屋着［87］，干物［87］，見時

（みどき）［84］，湯あみ［83］，
かぶり（～を振る）［83］，生
蕎麦（きそば）［82］，たぐい（～
のない）［79］，手籠（てかご）

［79］，手縄［74］，半ば［64］
【38件】

大飯（おおめし）［100］，まさかり［100］，朝方（あさ
がた）［100］，黒髪［100］，ちびっ子［100］，のりしろ

［100］，紙すき［100］，荒海［100］，芋汁［100］，もみ種
［100］，ほころび［100］，早死に［100］，試み［100］，ね
ぎらい［100］，波乗り［100］，ぬるま湯［100］，腕組
み（うでぐみ）［100］，中庭［100］，中抜き［100］，と
どろき［100］，内海（うちうみ）［96］，ひき臼（うす）

［96］，鳥刺し［96］，板付き［96］，あごひげ［96］，けさ
方［96］，張り板［96］，独り身［96］，梅雨空［96］，帯留
め［96］，深爪［96］，雨傘［96］，わらしべ［96］，瞬き（ま
たたき）［96］，草屋根［96］，預かり［96］，竹箸（たけ
ばし）［96］，壁掛け［96］，草の根［95］，くまざさ［92］，
とじぶた［92］，驚き［92］，偽り［92］，あし笛［92］，山
かご［92］，靴墨［92］，組み糸［92］，朝酒［92］，かす
汁［92］，板屋根［92］，あかすり［92］，長雨［92］，靴音

［92］，唐衣（からぎぬ）［91］，なぎなた［91］，ほお紅
［91］，尻切れ［91］，泥足［91］，切り株［91］，身ぐるみ
［91］，より糸［91］，大風［91］，わら屋根［91］，とぎ汁
（しる）［91］，贖い（あがない）［91］，賄い［88］，へつ
らい［88］，ひざ掛け［88］，いいだこ［87］，このわた

［87］，屋根石［87］，泥靴［87］，家蠅（いえばえ）［86］，
筆入れ［86］，繕い［86］，ひじ掛け［86］，初びな［86］，
はらわた［86］，恋歌（こいうた）［84］，姫鱒（ひめます)

［84］，網船（あみぶね）［84］，そばかす［84］，親牛［83］，
塗り箸（ぬりばし）［83］，返り血［83］，ありさま［83］，
塩釜（塩を作る釜／菓子）［83］，おかしみ［82］，若殿

（わかとの）［82］，紅鮭（べにざけ）［80］，表れ［80］，
白紙（しらかみ）［79］，掘り井戸［79］，足踏み［79］，
虫笛［79］，打ち綿［78］，石投げ［78］，泥海［77］，琴糸

（こといと）［76］，穴ぼこ［75］，塩さば［75］，丸まげ
［75］，骨接ぎ［71］，糊刷毛（のりばけ）［70］，糊抜き
［70］，ばば抜き［67］，糸尻（いとじり）［65］  【107件】

ひねり技［100］，返し縫い
［100］，政所（まんどころ）
［100］，顔なじみ［100］，水
浸し［100］，荒物屋［96］，食
べ 物屋［96］，目 の 当 た り

［96］，わしづかみ［96］，だ
まし討ち［92］，軽はずみ

［92］，いましがた［92］，頭
数［92］，からっ風［91］，酒
太り（さけぶとり）［91］，お
召し替え［88］，朝曇り［87］，
北の方（きたのかた）（歴
史用語）［83］，八つ当たり

［83］，丸もうけ［83］，こと
ば数［83］，袋縫い［79］，左
前（服飾用語）［76］，水あた
り［75］

【24件】

お互いさま［100］，
立ち振る舞い［95］，
初物食い［79］

【3件】

格下げ
【計59件】

老い［67］，
稚児［24］，
御代（みよ）［18］

【3件】

みやび［52］，双葉［38］，お守
り（もり）［32］，底値［29］，お
側（そば）［29］，やんま［21］，
お手 ［々13］

【7件】

ふりがな［79］，赤松［73］，押しずし［70］，折 ［々68］，
ではいり（出入り）［61］，誤り［61］，集まり［60］，切
り盛り［59］，お作り［58］，巻きずし［58］，子宝［57］，
後味［55］，白瓜（しろうり）［54］，石鯛（いしだい）

［52］，いがぐり［52］，生ごみ［52］，肝吸い［48］，灰皿
［46］，出しゃばり［41］，お湿り［40］，日の本［38］，舞
姫［38］，生牡蠣（なまがき）［36］，ままごと［36］，ひ
ぐらし［36］，しばえび［33］，訴え［29］，負け星［28］，
甘鯛（あまだい）［22］

【29件】

握り飯［61］，金離れ［58］，
当たり年［52］，逃げ隠れ（に
げかくれ）［50］，すくい網

［50］，小豆がゆ［41］，あな
た方［40］，首くくり［39］，
口慣 ら し［38］，と ろ ろ い
も［30］，見え隠れ（みえが
くれ）［25］，男坂［24］，回り
道［24］，鼻柱（はなばしら）

［23］，ひのえうま［13］，う
なぎ飯（めし）［12］   【16件】

向かい合わせ［50］，
伝 い 歩 き［46］，お
払 い 箱［38］，送 り
迎え［29］

【4件】

削除
【計14件】

ぐるり（家の～）［36］，あずさ
（梓）［8］，やいば（刃）［8］

【3件】

お飾り［14］，歌姫［10］，いんちき［8］，どんぐり［4］，
おめかし［0］

【5件】

港口（みなとぐち）［28］，誘
い水［16］，おぼろ月［14］，
火の車［0］              【4件】

いたるところ［24］，
交ぜ織物［0］

【2件】

※ ［　］内は平板型の支持率
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図2における「全体」での“平板型追加”（67
件）と“平板型格上げ”（173件）は，要するに

「平板化」の方向に進みつつある項目である。
一方，“平板型格下げ”（59件）と“平板型削除”

（14件）は，その反対に「起伏化」が進行中の
ものである。つまり，前者の「平板化」タイ
プのほうが，後者の「起伏化」タイプよりも
多い。

図2をもとに比較的件数の多い3拍語以上
での「割合」について見てみると，「“平板型

追加”」と「“平板型格上げ”」を合わせた数値
は3 拍語で特に大きく，次いで4 拍語，5 拍
語となっていることがわかる。また「件数［実
数］」としては，“平板型格上げ”の4 拍語が
107件と，非常に大きな数値になっている。

2.2　頭高型に関して「追加」「格上げ」
       「格下げ」「削除」した項目

次に，頭高型に関して「出入り」のあった
項目を，前節と同じ手順で整理して頭高型の
支持率をそれぞれ示したのが表6である。全
体としては，頭高型については，「追加」「格
上げ」よりも「格下げ」「削除」のほうがやや
多いことがわかる。

ここで，「母音の無声化」に伴う“下がり目”
の移動が起こらなくなった型の台頭が，いく
つか指摘できる。伝統的には，母音が無声化
した拍の直後には“下がり目”が置きにくかっ
たが，次の例では［ キ ・ ク ・ チ ・ フ ］の後
に“下がり目”がある音調がかなり優勢になっ
ている。

表6　『98年版』⇒『SJT』での頭高型の「出入り」（和語）

頭高型 2拍 3拍 4拍 5拍 6拍

追加
【計9件】

くす［96］，くま（熊）［52］
【2件】

やんま［71］，清水［71］
【2件】

父の日［92］，父母（ちちはは）［92］，
くすのき［58］，奥底［57］  

【4件】

待ったなし（①・④）［96］
【1件】

格上げ
【計18件】

稚児［100］，さじ［100］，父［96］，き
す（鱚）［95］，御代（みよ）［77］

【5件】

みやび［100］，ばあや［100］，爺や［100］，
もどき［100］，立場［100］，あずさ（梓）

［96］，わかめ（海産物）［96］，深さ［96］
【8件】

目の下［100］，上様（領収書の宛
名）［100］，大奥［100］，上様（将軍）

［96］，湯の花［96］
【5件】

格下げ
【計29件】

めい（姪）［4］
【1件】

ひじり（聖）［67］，小笹（こざさ）［65］，
間近［59］，手鼻［57］，氷室［57］，荷札

［48］，手籠（てかご）［46］，たぐい（～の
ない）［46］，白州（しらす）［42］，てば
た（手機）［36］，背伸び［35］，ちょうず

（手水）［35］，雌鹿（めじか）［29］，夜ご
と［25］，小かぶ［23］，矢羽根（やばね）

［21］，手縄［9］，蹴まり（けまり）［8］
【18件】

後先［65］，手の内［63］，前足［61］，
勝ち負け［50］，いいだこ［35］，上
下（かみしも）［35］，なにがし［33］，
羽二重［21］，大飯［13］

【9件】

前後ろ［38］
【1件】

削除
【計20件】

いわく（～がある）［29］，黒目［20］，か
ぶり（～を振る）［17］，いぐさ［13］，小
金［13］，白目［13］，白身［10］，小梅［5］，
手並み［5］，かたず［4］，こがね（黄金）

［4］，歯形［0］，きずな（絆）［0］，さゆり
（小百合）［0］，あがき［0］，火種［＊］3）

【16件】

飼い鳥［19］，飼い犬［8］，かま首
［4］，ほおひげ［4］

【4件】

　※ ［　］内は頭高型の支持率

図 2『98年版』⇒『SJT』での平板型の「出入り」

平板削除

平板格下げ

平板格上げ

平板追加

41921% 55

60

（67） （59）（14）（173）

（1）

（16）

（10） （24） （16） （4）

（4） （4） （2）（3）

（35） （29）（5）（107）

（38） （7）（3）

（1） （3）
20 20

1125 59

31620 61

73019 44

31 1531 23

5

平板型削除平板型格下げ平板型格上げ平板型追加

尾高

中高⑤

中高④

中高③

中高②

頭高

平板6拍（計1,220 型）

5 拍（計3,975 型）

4 拍（計8,258 型）

3 拍（計3,989 型）

2 拍（計1,276 型）

1 拍（計93 型） 5743%

39 3229

15 1856

202 11 858

48436 7 4

1323 3752

11

尾高中高⑤中高④中高③中高②頭高平板

6拍（計13 件）

5 拍（計54 件）

4 拍（計176 件）

3 拍（計64 件）

2 拍（計5件）

平板型出入り
全体（計313 件）

※7拍語（計 1 件）は省略　　　   棒グラフ内数値は%　（　）は件数［実数］



81MARCH 2017

「母音の無声化」に関連するもの

また個別には，これまで長らく問題になっ
てきた「くま（熊）」のアクセント（太田眞希恵・
東美奈子（2016）），および「きずな（絆）」に関
して，調査結果に基づき次のような改訂を加
えた。

「きずな」の語源説には定説がないものの，
「綱（つな）」に由来することばであると言わ
れている。古くは頭高型［キ＼ズナ］も用い
られていたが，これは今回の調査ではまった
く支持されていなかった。

2.3　尾高型に関して「追加」「格上げ」
       「格下げ」「削除」した項目

尾高型に関して「出入り」のあった項目を，
前節と同じ手順で整理したのが 表7 である。
全体として，「追加」「格上げ」よりも「格下げ」

「削除」のほうがはるかに多いことが明瞭であ
る。中でも，“尾高型格下げ”の 4 拍語は42件
と，とりわけ多くなっている。名詞における
尾高型の衰退はこれまでも詳細に調査されて
きているが（例えば相澤正夫（1996），加治木

（東）美奈子（1998）），この動きは依然として
進行中である。

一方，数少ない例として“尾高型追加” “尾
高型格上げ”がいくつかある。そのうち次の
ものは，「～の～」という型になっている。こ

表7　『98年版』⇒『SJT』での尾高型の「出入り」（和語）

『98年版』 調査結果 『SJT』

きす（鱚） ②,① ②33％ ,
①95％ ①,②

くす ② ②71％ ,
①96％ ②,①

くすのき ② ②96％ ,
①58％ ②,①

父 ②,① ②58％ ,
①96％ ①,②

父の日 ② ②96％ ,
①92％ ①,②

父母
（ちちはは） ② ②71％ ,

①92％ ②,①

深さ ②,① ②73％ ,
①96％ ①,②

くま（熊） ② ②84％ ,
①52％ ②,①

きずな（絆） ◎,① ②100％ ,
①0％ ◎

尾高型 2拍 3拍 4拍 5拍 6拍

追加
【計4件】

山場［83］，白目［54］
【2件】

梅の木［96］
【1件】

北の方（きたのかた）（歴史用語）
［71］

【1件】

格上げ
【計8件】

老い［83］
【1件】

火おけ［68］
【1件】

奥の手［92］，孫の手［92］，合いの手［72］，かめの子
［57］

【4件】

後の月（のちのつき）［84］
【1件】

やっかい者［30］
【1件】

格下げ
【計64件】

父［58］，
きす（鱚）［33］，
さじ［25］

【3件】

備え［82］，梅見［60］，湯あ
み［58］，火消 し［58］，干
物［52］，挿し木［52］，と
ろ身（マグロの）［50］，扇

［50］，輪切り［41］，戦（い
くさ）［36］，部屋着［30］，
立場［30］，見時（みどき）

［28］，ばあや［4］，爺や［4］
【15件】

紙すき［78］，誤り［70］，とげ抜き［64］，壁掛け［64］，
ひじ掛け［59］，足踏み［58］，あのとき［58］，帯留め

［54］，腕組み（うでぐみ）［54］，草の根［52］，花売り
［52］，預かり［50］，井戸掘り［50］，集まり［48］，表れ
［48］，ひげそり［48］，ばば抜き［46］，水くみ［46］，生
き方［46］，波乗り［43］，骨接ぎ［42］，ひざ掛け［42］，
玉突き［41］，偽り［40］，強がり［38］，水飲み［38］，
おかしみ［36］，糊抜き［35］，着くずれ［33］，あかす
り［33］，このとき［33］，驚き［32］，粉ひき［32］，石
投げ［32］，とどろき［30］，筆入れ［27］，早死に［26］，
試み［25］，瞬き（またたき）［23］，尻切れ［22］，ほこ
ろび［21］，鳥刺し［12］

【42件】

言わぬが花［42］，
七夕様［38］，
お互いさま［38］，
田ごとの月［38］

【4件】

削除
【計21件】

さ湯［28］
【1件】

もどき［8］
【1件】

揚げもち［61］，靴音［25］，色分け［21］，中抜き［20］，
草分け［20］，泣き虫［17］，万引き［16］，中庭［14］，
子宝［13］，大風［5］，居心地［5］

【11件】

独り占め［26］，祝い事［14］，口汚
し［12］，余り物［10］，たなざらし

［9］，丸もうけ［8］，独り者［8］
【7件】

腕立て伏せ［4］
【1件】

　※ ［　］内は尾高型の支持率
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れらは，伝統的に「～の～」という型で「の」
のあとに“下がり目”があるタイプ（「合いの
手・梅の木・奥の手・かめの子・孫の手」）や，

「の」の前に“下がり目”があるタイプ（「北の
方・後の月」）が衰退しつつある例として解釈
できる。

『98年版』調査結果 『SJT』

合いの手 ③,④
③56%,
④72%,
◎76%

④ ,◎ ,③

梅の木 ③
③46%,
④96%,
◎32%

④ ,③

奥の手 ③,④ ③52%,
④92% ④ ,③

かめの子 ③,④ ③35%,
④57% ④ ,③

「～の～」の型

表8　『98年版』⇒『SJT』での中高型 ② の「出入り」（和語）

中高型② 3拍 4拍 5拍 6拍

追加
【計15件】

鏡［60］
【1件】

井戸掘り［100］，生牡蠣（なまがき）［100］，揺りかご［96］，雨
露［96］，上下（かみしも）［91］，居眠り［88］，揚げもち［87］，
泣き虫［87］，抜き足［84］，待ち針［79］，塗り箸（ぬりばし）

［75］，湖［59］
【12件】

逃げ隠れ［86］，お月さま［79］
【2件】

格上げ
【計45件】

お手 ［々100］，備え［100］，底値［96］，
双葉［92］，お守り（もり）［91］，背伸び

［87］，お側（そば）［83］
【7件】

お飾り［100］，はと麦［100］，お湿り［100］，いがぐり［100］，
子宝［100］，押しずし［100］，勝ち負け［100］，生麦［100］，し
ばえび［96］，舞姫［96］，甘鯛（あまだい）［96］，青麦［96］，後
味［96］，なにがし［95］，ひぐらし［92］，白瓜（しろうり）［92］，
出入り（ではいり）［91］，後先［91］，折 ［々91］，赤松［91］，生
ごみ［88］，冷や麦［88］，粉ひき［88］，巻きずし［88］，羽二重

［88］，負け星［84］，ままごと［84］，お作り［83］，石鯛（いしだ
い）［83］，切り盛り［82］，日の本［79］，肝吸い［78］，花売り

［78］，着くずれ［75］，手の内［75］，前足［64］，組み糸［42］
【37件】

誘い水［88］
【1件】

格下げ
【計73件】

深さ［73］，板戸［57］，生蕎麦（きそば）
［55］，わかめ（海産物）［54］，火おけ
［48］，鬼火（おにび）［44］，とろ身（マ
グロの）［41］，まだこ［40］，小麦［36］，
たぐい（～のない）［33］，半ば［32］，生
き餌（いきえ）［32］，種火［30］，足湯

［30］，炭火［29］，受け身［24］，付け毛
［20］，夜ばい［13］

【18件】

父の日［96］，紙すき［74］，しりもち［71］，恋歌（こいうた）
［64］，はし置き［64］，切り株［64］，身ぐるみ［64］，親牛［63］，
あごひげ［63］，けさ方［63］，泥靴［61］，屋根石［59］，塩さば

［54］，ありさま［54］，朝酒［50］，打ち首［46］，塩釜（塩を作る
釜／菓子）［44］，そば切り［44］，上様（領収書の宛名）［44］，
泥足［41］，わらしべ［41］，そのもの［41］，家蠅（いえばえ）

［39］，はと胸［38］，姫鱒（ひめます）［36］，とじぶた［36］，糊
刷毛（のりばけ）［35］，のりしろ［35］，建て前［33］，琴糸（こ
といと）［32］，秋さば［32］，耳くそ［29］，靴墨［29］，くまざさ

［28］，このわた［26］，ちびっ子［22］，山かご［21］，湯の花［21］，
黒髪［19］，糸尻（いとじり）［18］，朝方（あさがた）［17］，板付
き［17］，打ち綿［13］，唐衣（からぎぬ）［9］

【44件】

ひとかけら［86］，ひとまわ
り［64］，からっ風［50］，ひ
とわたり［42］，お召し替え

［42］，ひと思い［38］，後の
月（のちのつき）［36］，北の
方（きたのかた）（歴史用語）

［17］
【8件】

ひとまとまり［72］，
ひとふんばり［50］，
ひとかたまり［40］

【3件】

削除
【計30件】

撒き餌（まきえ）［23］，火消し［13］，祝
い［9］，火種［9］，家路［4］，あずさ［4］，
けはい（気配）［4］，場数［0］，ふるす（古
巣）［0］

【9件】

合いかぎ［29］，秋物［24］，山里［23］，板塀［21］，のちのよ（後
の世）［17］，雨足［17］，かたかな［17］，紙箱［17］，うみがめ

［17］，まさかり［17］，白紙（しらかみ）［13］，あし笛［13］，歌
会［13］，竹垣［9］，穴ぼこ［8］，持ちごま［8］，上様（将軍）［8］，
深爪［0］，くれない（紅）［0］，目の下［0］

【20件】

恨みつらみ［14］
【1件】

※　［　］内は中高型②の支持率

また，「やっかい者」は6 拍という長い語で
ありながら例外的に“尾高型格上げ”となっ
ているが，これは『98年版』［◎,⑤,⑥］から

『SJT』［◎,⑥］と改訂したことに伴うもので
あり（調査結果は◎ 96％，⑤ 4％，⑥ 30％），
必ずしも積極的な「昇格」ではない。

2.4　中高型に関して「追加」「格上げ」
       「格下げ」「削除」した項目

中高型に関して「出入り」のあった項目を，
前節と同じ手順で整理したのが表 8・9である。

孫の手 ③,④ ③54%,
④92% ④ ,③

北の方
（きたのかた） ②,◎

②17%,
◎83%,
⑤71%

◎ ,⑤ ,②

後の月
（のちのつき） ②,⑤ ②36%,

⑤84% ⑤ ,②
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全体として，「追加」「格上げ」よりも「格下げ」
「削除」のほうが多い。

このうち，「お～」という部分を持つ一群の
語で，平板型が衰退し中高型②（つまり後部
要素の 1 拍めの直後に“下がり目”）が台頭し
ている例がいくつかある。

『98年版』 調査結果 『SJT』

お飾り ◎,② ◎14％ ,
②100％ ②

お湿り ◎,② ◎40％ ,
②100％ ②,◎

お側
（そば） ◎,② ◎29％ ,

②83％ ②,◎

「お～」の 型

表9　『98年版』⇒『SJT』での中高型 ③の「出入り」（和語）

中高型③ 4拍 5拍 6拍

追加
【計10件】

そのもの［82］，扱い［77］，お作り［75］
【3件】

ひと抱え［92］，ひと稼ぎ［91］，お手伝い［79］，めおと
びな（夫婦雛）［77］，移りばし［74］，ひとかけら［59］

【6件】

ひとふんばり［100］
【1件】

格上げ
【計48件】

訴え［100］，出しゃばり［100］，あのとき［100］，生き方
［100］，集まり［96］，強がり［96］，灰皿［96］，建て前［96］，
誤り［96］，とげ抜き［92］，ふりがな［92］，しりもち［92］，
はし置き［91］，ひじ掛け［91］，ばば抜き［88］，このとき

［88］，ひざ掛け［83］，筆入れ［41］
【18件】

うなぎ飯（めし）［100］，回り道［100］，すくい網［100］，
ひと思い［100］，とりの市［100］，のみの市［96］，口慣
らし［96］，当たり年［95］，港口（みなとぐち）［92］，か
らす麦［92］，通り雨［92］，ひのえうま［92］，見え隠れ

（みえがくれ）［92］，とろろいも［91］，握り飯［91］，ひ
とまわり［91］，金離れ［88］，前後ろ［88］，逃げ隠れ

［87］，鼻柱（はなばしら）［86］，にわか雨［84］，首くく
り［78］，男坂［76］，ひとわたり［71］，頭数［67］

【25件】

言わぬが花［100］，ひとまとまり［96］，
ひとかたまり［92］，すけそうだら［88］，
お払い箱［79］

【5件】

格下げ
【計85件】

腕組み（うでぐみ）［79］，梅雨空［75］，壁掛け［68］，靴音
［67］，繕い［65］，すげがさ［64］，へつらい［64］，雨傘［64］，
塩だら［63］，ほお紅［61］，贖い（あがない）［59］，返り血

［58］，脂身（あぶらみ）［58］，青麦［57］，合いの手［56］，ぬ
るま湯［56］，穴ぼこ［54］，あかすり［54］，長雨［54］，孫の
手［54］，帯留め［54］，波乗り［52］，食べかす［52］，奥の手

［52］，塗り箸（ぬりばし）［50］，竹箸（たけばし）［50］，編
みがさ［48］，賄い［48］，はらわた［48］，骨接ぎ［46］，水
くみ［46］，梅の木［46］，生牡蠣（なまがき）［46］，石投げ

［46］，紅鮭（べにざけ）［44］，掘り井戸［42］，若殿（わかと
の）［41］，とぎ汁（しる）［41］，そばかす［40］，初びな［38］，
ねぎらい［38］，大風［36］，わら屋根［36］，草屋根［36］，冷
や麦［36］，かめの子［35］，あし笛［33］，生麦［32］，瞬き（ま
たたき）［32］，独り身［29］，もみ種［29］，松かさ［27］，は
と麦［26］，なぎなた［26］，犬猫［23］，ひき臼（うす）［20］，
芋汁［20］，虫笛［17］，唐衣（からぎぬ）［17］，引きまゆ

［17］，かす汁［17］，丸まげ［0］
【62件】

丸もうけ［63］，わしづかみ［55］，左前（服飾用語）
［52］，酒太り（さけぶとり）［52］，小豆がゆ［50］，いま
しがた［50］，水浸し［48］，八つ当たり［46］，軽はずみ

［42］，丸抱え（まるがかえ）［41］，朝曇り［39］，だまし
討ち［38］，顔なじみ［38］，雨曇り［36］，丸写し［33］，
骨惜しみ［32］，政所（まんどころ）［32］，雪曇り［21］，
返し縫い［8］

【19件】

やみ取り引き［65］，共働き［54］，舌な
めずり［52］，立ち振る舞い［19］

【4件】

削除
【計39件】

揚げもち［70］，ほころび［29］，潤い［26］，より糸［23］，打
ち首［23］，朝市［22］，板屋根［21］，網船（あみぶね）［20］，
石うす［20］，泥海［18］，家筋［18］，色合い［17］，張り板

［17］，水あめ［17］，内海（うちうみ）［16］，荒海［16］，組み
糸［13］，驚き［12］，いしずえ（礎）［9］，大奥［9］，占い［8］，
裏声［8］，いさかい［5］，雨雲［4］，くれない（紅）［4］，居酒
屋［0］

【26件】

袋縫い［29］，体つき［22］，水あたり［21］，目の当たり
［18］，ないがしろ［18］，逆恨み［16］，桜狩り［12］，い
わくつき［9］，ひねり技［5］，紅葉狩り［4］，薄曇り［4］，
打ちどころ［4］，左利き［4］

【13件】

※　［　］内は中高型③の支持率

お月さま ①,③
①71%,
③71%, 
②79%,
④29%

① ,③ , ②

お作り ◎,②
◎58％ ,
②83％ ,
③75％

②,◎ ,③

お手々 ◎,② ◎13％ ,
②100％ ②,◎

お守り
（もり） ◎,② ◎32％ ,

②91％ ②,◎

おめかし ②,◎ ◎0％,
②100％ ②

お手伝い ② ②100％ ,
③79％ ②,③

お召し替え ②,◎ ◎88％ ,
②42％ ◎,②
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下 2つの「お手伝い・お召し替え」を除くと，
ここで挙げた「お～」という型の語が，後部
要素の1拍めの直後に“下がり目”を置く形

〔＝全体としては中高型②になる〕で一様な
方向に変化しつつあるように見える。

また個別の例として述べると，『98年版』
での「小麦」「わかめ（海産物）」のアクセント
の示し方について，やや違和感があるという
声が各所から寄せられていた。今回，調査結
果を受けて次のように改訂した。

また，「ひと～」という型を持つ一群の語で
は，伝統的に「と」のあとにあった“下がり目”
が，1拍うしろにずれるようなものがいくつ
かある。これは，一般的な複合語の規則であ
る「後部要素の1拍めの直後に“下がり目”を
置く」という形式に移りつつあるものと解釈
できる。

2.5　「追加」「格上げ」「格下げ」
       「削除」した項目のまとめ

表 5～9から件数の多い3・4・5拍語をまと
めて1枚のグラフにしたのが，図3である。

グラフを見ていくと，まず3拍語では，新
規に追加した型は平板型がもっとも多い（16
件）。次に，格上げした型に関しても平板型
がもっとも多い（38件）。つまり，和語の3
拍語では「平板化」が確認できる。

一方，格下げした型としては，突出して多
い特定の型が見あたらない。削除した型とし
ては，頭高型がやや多い（16件）。

4 拍語を見てみると，ここでも3 拍語と同
じく，「追加」と「格上げ」において平板型が
大半を占めている。特に4拍語において格上
げした型では平板型が107件と，かなりの割
合を占めている。

一方 5拍語では，平板型の勢いは3拍語や
4拍語に比べると強くはない。

最後に，この図 3 の3・4・5 拍語を含め，

『98年版』 調査結果 『SJT』

小麦 ②,◎ ②36％ ,
◎100％ ◎,②

わかめ
（海産物） ②,①

②54％ ,
①96％ ,
◎13％

①,②

『98年版』調査結果 『SJT』

ひと抱え ② ②64％ ,
③92％ ②,③

ひとかけら ② ②86％ ,
③59％ ③,②

「小麦」「わかめ（海産物）」

「ひと～」の型

ひと稼ぎ ② ②70％ ,
③91％ ②,③

ひとかたまり ②,③ ②40％ ,
③92％ ③,②

ひとふんばり ② ②50％ ,
③100％ ③,②

ひとまとまり ②,③ ②72％ ,
③96％ ③,②

ひとまわり ②,③ ②64％ ,
③91％ ③,②

ひとわたり ②,③
②42％ ,
③71％，
◎58%

③,② ,◎



85MARCH 2017

今回の改訂でなんらかの「出入り」があった
和語の大部分（中高⑤や中高⑥などの変更を
除いたもの，2～7拍）での件数をまとめると，
次のようになる。

これまで見てきたのと同じく，「追加」と「格
上げ」では平板型の件数がもっとも多い。つ
まり，和語全体として見ても，「平板化」が
確認できるのである。

試みに，「追加」の場合，1 件につき2点，「格
上げ」には1点，「格下げ」はマイナス1点とし，

「削除」の場合は1 件につきマイナス2点を与
えた上で足し合わせてみたのが，仮に「優勢
度」と示した数値である（“▲”はマイナス値）。

「平板」は＋220点と圧倒的に優位であるのに
比して，「尾高・中高②・中高③」はかなり
劣勢，「頭高型」も劣勢ぎみである様子が見
て取れる。

	3.	まとめにかえて
～体言の平板化，用言の起伏化～

ここで，第 1章の図 1をあらためて見てみ
よう。『98年版』に収録した和語において，3
拍語・4拍語では，「平板型」の占める率が過
半数で最も多かった。この状況に加えて，今
回の改訂では，調査結果をもとに，3 拍語・
4 拍語での平板型の占有率がさらに大きく
なったのである。

また，漢語のアクセントに関しては，3拍
語では［○○＋○］という構造のものが頭高

和語での「出入り」

図3　『98年版』⇒『SJT』での和語（3・4・5拍語）の「出入り」

和語 平板 頭高 尾高 中高
②

中高
③

中高
④

追加 67 9 4 15 10 6

格上げ 173 18 8 45 48 9

格下げ 59 29 64 73 85 11

削除 14 20 21 30 39 11

優勢度
【参考】 220 ▲33 ▲90 ▲58 ▲95 ▲12

※例．平板の優勢度：
（（67×2）+ 173）−（59 +（14×2））= 220

中高④

中高③

中高②

尾高

頭高

平板

削　除

格下げ

格上げ

追　加

削　除

格下げ

格上げ

追　加

削　除

格下げ

格上げ

追　加

尾高 中高④中高③中高②頭高平板

3拍

4拍

5拍

16 2

（件数）

38 8

7 1518

3 16

5 114 20 26

9

18

7
1

1

11

10 362
1

16 8198

4 7 913

1
24 25

1

2

35 3124

29 429 44 62

107 45 37 18
1

11

1

（件）
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化，［○＋○○］では平板化に向かいつつあ
ることがわかっている。そして，4拍語は平
板化に向かっている（塩田雄大（2016.12））。

加えて，外来語には平板化の傾向を見せる
ものが多数ある（塩田雄大（2016.10））。特に
4拍語ではその動きが強い。

一方，用言（動詞・形容詞）は末尾から2
拍めに“下がり目”を置く起伏化を進めてい
る（塩田雄大（2016.8））。

これらを総合すると，次のように言うこと
ができるかもしれない。

今回紙幅の関係で，非常に重要な観点であ
る「年代差」の問題などをまったく取り上げ
ることができなかった。今後さらにデータの
整理を進め，実態を細かく分析してゆきたい。

  （しおだ たけひろ）

注：
1） 第 2 回アナウンサーアクセント調査の概要につ

いては，塩田雄大（2010）（2011）（2013）（2016.8），

太田眞希恵・東美奈子（2016）参照。

2） 「見た目に」については，第 2 回調査において

「見た目には」という形で［ミタメニワ￣ ］と

［ミ＼タメニワ］の 2 つを音声で聴かせて実施

した。しかしこれは本来不適切な音声であり，

本来は［ミタメニ＼ワ］と［ミ＼タメ・ニ＼ワ］

というように「に」と「は」の間で（も）音調

が落ちる形のものを提示するべきであった。そ

のため，［ミタメニワ￣ ］4%，［ミ＼タメニワ］

12％という，いずれもきわめて低い支持率しか

得られなかったものである。これは設問の不手

際に起因する結果であることから，担当者間で

の合議のうえ，「見た目に」の第 2 アクセント

として平板型を加えることにした。

3） 「火種」（『98年版』◎，②，①⇒『SJT』◎）

の頭高型については，第 2 回調査において平板

型と中高型②のみを設問化（頭高型の設定を失

念）していた。しかし，主要なアクセント辞典

において頭高型を示しているものが見あたらな

いため，担当者間での合議のうえ，これを削除

することにした。
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